
数値地図５ｍメッシュ（標高） 
５ｍ標高のＤＸＦ３Ｄ変換 

Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｘｐ，Ｖｉｓｔａ，７ 

Ｒ５ＭｃｎｖＤＸＦは、国土地理院が刊行している数値地図５ｍメッシュ（標高）のＣＤに格納されている、５ｍ標高の

データから標高メッシュの格子線、標高点を中心点とする均一標高面、標高点を連続化して構成した連結標高面、標高値を

任意に与えて生成したコンターから、３ＤのＤＸＦファイルを作成するものです。標高メッシュの格子線やコンターは３Ｄ

Ｐｏｌｙｌｉｎｅ、均一標高面は３ＤＦａｃｅ、連結標高面は３ＤＦａｃｅまたは３ＤＰｏｌｙｌｉｎｅ（ポリメッシュ）

で変換されます。座標値は、平面直角数学座標（単位はｍ）と変換範囲の左下隅を原点とした相対座標（単位はｍ）で変換

できます。 

 

［Ｒ５ＭｃｎｖＤＸＦの適用範囲］ 
 対象となる地図データは、国土地理院が刊行している数値地図５ｍメッシュ（標高）のＣＤに格納されている、５ｍメッ

シュの標高データです。標高データは横２ｋｍ、縦１．５ｋｍの所謂 2500 分１国土基本図の図葉にのっとって、ＬＥＭと

いう拡張子を持ったグリッドデータで格納されています。５ｍメッシュ（標高）という名の通り、平面直角座標の５ｍ四方

をメッシュとして標高が取られ、横２ｋｍ、縦１．５ｋｍの2500分１国土基本図に対し、東西400、南北300のグリッドで

構成されています。 

［Ｒ５ＭｃｎｖＤＸＦと平面直角座標］ 
 数値地図５ｍメッシュ（標高）は航空レーザ測量により、地表面の高さを直接計測したデータから、建物などの人工構造

物や樹木などの植生を除去し、５ｍ間隔に計算で求めた地面の標高で、極めて高精度であることが特徴です。 

取得された標高は 2500 分１国土基本図単位に格納されているため、図葉名称から平面直角座標を得ることができます。

これにより、別々の図葉に収められた標高に平面直角座標を付与して３次元データとして展開できます。 

［動作環境］(インストールにＣＤドライブが必要です) 
価格 9,500円＋税 

ＯＳ：Windows Ｘｐ，Ｖｉｓｔａ，７ 
ＣＰＵ：Ｐｅｎｔｉｕｍ３００ＭＨｚ以上を推奨 
メモリ：１２８ＭＢ以上を推奨 
ハードディスク：プログラム本体容量１７０ＫＢ 
ディスプレイ：１０２４ｘ７６８ドット以上を推奨 
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